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社
地
区
を
地
区
民
で
歩
く
「
第
11
回
や
し
ろ
ふ
れ
あ
い

健
康
ウ
ォ
ー
ク
」（
主
催
：
社
地
区
体
育
振
興
連
絡
協
議
会
・

社
自
治
公
民
館
協
議
会
・
社
公
民
館
）
は
下
記
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
者
全
員
に
記
念
品
が
あ
る
ほ
か
、
豚
汁
・
お
に
ぎ

り
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
18
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜

▽
集
合　

社
公
民
館
（
小
雨
決
行
）

﹇
コ
ー
ス
﹈

◎
社
公
民
館
↓
○
西
福
守
町
↓
○
五
輪
塔
群
◎
秋
喜
公
民

館
↓
○
黒
見
公
民
館
↓
◎
鈴
宅
寺
↓
○
横
田
神
社
�
○
国

庁
裏
神
社
↓
○
薬
師
堂
↓
○
国
分
寺
の
石
仏
↓
◎
社
公
民

館　
《
10
㎞
》　※

…

◎
は
休
憩
箇
所　

▽
申
込
期
限
10
月
９
日
（
木
）　

▽
参
加
費　

無
料

　

９
月
11
日
（
金
）
社
公
民
館
に
於
い
て
第
２
回
美
活
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
岸
田
将
志
さ
ん
を
迎
え
、

今
回
は
〜
快
眠
を
誘
う
ヨ
ガ
〜
を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
20
代
〜
60
代
と
幅
広
く
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

参
加
者
も
増
え
と
て
も
人
気
の
講
座
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
10
月
２
日
（
金
）、
〜
姿
勢
が
良
く
な
る
ヨ
ガ
〜

を
行
い
ま
す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

お問合せ、お申し込みは社公民館まで。TEL（28）２１５５

HP http://www.ncn-k.net/koyasiro/　Email koyasiro@ncn-k.net
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〜
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

　
　
　

文
章
の
作
成
に
挑
戦
！
〜

▽
対　

象　

初
級（
初
心
者
歓
迎
）

▽
期　

日　

▼
２
回
目
・
10
月
７
日（
水
）

▼
３
回
目
・
10
月
21
日（
水
）

▼
４
回
目
・
10
月
28
日（
水
）

▽
時　

間　

10
時
〜
11
時
30
分

▽
講　

師　

坂
根
晴
夫
氏

▽
持
ち
物　

可
能
で
あ
れ
ば
パ
ソ

コ
ン
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
費　

無
料

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

金
一
封　
　
　

藤
井　

恭
子
様
（
大
谷
）

　
　
　

（
故
）
母　
　
　

淳
子
さ
ん　
　

八
十
九
歳

　
　
　
　
　
　
　
　

社
公
民
館
施
設
充
実
費
と
し
て

パ
ソ
コ
ン
教
室

〜
が
ま
ぐ
ち
作
り
〜　

▽
日　

時　

10
月
６
日（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜　

▽
場　

所　

社
公
民
館

▽
講　

師　

ク
ラ
フ
ト
ハ
ー
ト

　
　
　
　
　

ト
ー
カ
イ
倉
吉
店

▽
場　

所　

社
公
民
館

▽
参
加
費　

１
、２
０
０
円

▽
参
加
人
数　

先
着
15
名

手
芸
教
室

▽
日　

時　

10
月
21
日（
水
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜　

▽
場　

所　

社
公
民
館

▽
講　

師　

中
森
伯
雅
氏

　
　
　
　
　
（
上
神
焼
）

▽
場　

所　

社
公
民
館

▽
参
加
費　

１
、０
０
０
円

▽
参
加
人
数　

先
着
20
名

第
２
回
陶
芸
教
室

〜
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
〜　

▽
日　

時　

10
月
26
日（
月
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜　

▽
場　

所　

社
公
民
館

▽
講　

師　

湯
本
達
也
氏

▽
場　

所　

社
公
民
館

▽
参
加
費　

無
料

第
2
回
お
り
が
み
教
室

社公民館主催事業にご参加下さい
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色紙に書こう会
9：30～

3B書道教室
18：30～

3Ｂ体操
13：30～

囲碁クラブ
19：00～

版画教室
19：00～

なごもう会
12：00～

しゃぼん玉会
19：30～ 公民館主催事業10

Tue Wed Thu Fri SatMonSun

1

行事予定表

給食サービス4班
9：00～

給食サービス5班
9：00～

サンプラー会
13：00～

社句会14：00～

川柳選句会
14：00～

川柳会
13：30～

サンプラー会
19：30～

3B

3B

はつらつ教室
12：30～

コールやしろ
9：50～

コールやしろ
9：50～

コールやしろ
9：50～

はつらつ教室
12：30～
国府食推進9：00～
民生児童委員会
19：30～

赤ちゃんふれあい会
9：30～

赤ちゃんふれあい会
9：30～

老人クラブ
13：30～
社会部長会
19：30～

館長会
19：30～

29

やしろ
健康ウォーク

やしろ新発見
19：00～

手芸教室
13：30～

パソコン教室
10：00～

パソコン教室
10：00～

陶芸教室
9：30～

パソコン教室
10：00～

おりがみ教室
9：30～

コールやしろ
9：50～

ヨガ教室
19：00～

音の箱
13：30～

8：30～
社公民館

October

9 10

11

5

16 17

18

12

23 24

25

19

26

2 3

4 6 7 8

13 14 15

20 21 22

27 28

27 30

31

2

30

15日・16日は全国公民館研究大会の為、
事務室を閉室します。

〜
オ
カ
リ
ナ
と

　
　

サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
演
奏
会
〜

▽
日　

時　

10
月
３
日（
土
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜　

▽
場　

所　

社
公
民
館

▽
演　

奏　

大
原
章
子
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

音
の
箱や

し
ろ
ふ
れ
あ
い
健
康
ウ
ォ
ー
ク

に
ご
参
加
下
さ
い

　　　　　公民館には3つの大きな役割があります。
1つは、まなびの場です。生活のための学習や豊かな人生を過ごすための文化活動を提供します。
1つは、つどいの場です。住民の皆様に多種多様な機会を提供します。出会いが広がります。
1つは、むすびの場です。他の機関や人々を紹介し、課題の解決ができます。

（
写
真
は
公
民
館
主
催
事
業
ヨ
ガ
教
室
で
す
）



　

９
月
１
日
に
初
め
て
の
開
催
と

な
る
『
筆
文
字
』
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

22
名
の
参
加
で
小
林
先
生
の
指

導
の
下
、
筆
の
使
い
方
、
書
き
方

等
を
学
び
、
筆
は
苦
手
と
思
っ
て

い
た
人
も
、
新
し
い
自
己
表
現
の

発
見
を
し
楽
し
い
教
室
で
し
た
。

同
じ
字
で
も
、
同
じ
も
の
は
1
つ

と
な
く
、
個
性
の
で
た
作
品
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。

叱
っ
て
も
家
族
の
絆
も
つ
れ
な
い

子
を
叱
る
自
分
の
過
去
を
自
慢
し
て

叱
ら
れ
た
子
供
の
頃
を
な
つ
か
し
く

独
り
者
自
分
で
自
分
し
か
っ
て
る

叱
る
の
は
ち
ょ
っ
と
一
晩
考
え
て

拳
骨
の
痛
み
未
だ
に
胸
の
中

兄
弟
を
叱
る
親
の
背
ふ
る
え
て
た

叱
ら
れ
て
頭
を
か
い
て
る
子
の
し
ぐ
さ

大
人
し
い
父
に
叱
ら
れ
怖
か
っ
た

「
叱
ら
れ
て
」
歌
の
思
い
を
か
み
し
め
る

今
に
な
り
親
父
の
小
言
身
に
沁
み
る  

叱
っ
て
も
右
か
ら
左
素
通
り
だ

ジ
ジ
バ
バ
は
孫
を
叱
ら
ず
い
い
顔
し

叱
っ
て
も
ど
こ
ま
で
聞
い
て
居
る
の
や
ら

叱
ら
れ
て
な
だ
め
る
祖
父
母
損
な
役

仕
事
し
た
ば
あ
さ
ん
叱
り
熱
中
症

見
込
み
あ
り
叱
っ
て
い
る
が
伝
わ
ら
ぬ

親
に
な
り
ゲ
ン
コ
ツ
の
味
か
み
し
め
る

叱
る
の
も
愛
で
あ
っ
た
と
後
で
知
る

叱
ら
れ
て
ぼ
そ
ぼ
そ
と
子
が
批
判
す
る

　

次
の
課
題
は
「
す
い
す
い
」「
先
生
」
で
す
。

10
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
公
民
館
へ
お
届
け
下
さ
い
。

☆
次
回
は
、
10
月
12
日
（
月
）
午
後
2
時
よ
り
社
公
民

館
で
開
催
し
ま
す
。

　

10
月
22
日
（
木
）
は
中
部
地
区
俳
句
大
会
が
湯
梨
浜

中
央
公
民
館
（
松
崎
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
に
未
加

入
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

11
月
８
日
（
日
）
は
社
公
民
館
の
文
化
祭
・
11
月
９

日
（
月
）
は
「
吟
行
句
会
」
で
す
。

シ
ゲ
ヨ

太　

介

き
み
子

秋　

女

　

正
す
み
れ

賀
寿
恵

た
か
子

　

緑　
け
い
こ

春　

優

吹　

苑

す
み
こ

瑛　

子

智　

子

み
え
こ

理　

子

哲　

夫

登
美
子

雄　

大

秋
の
蚊
の
四
五
は
つ
き
く
る
史
跡
か
な

鬼
灯
の
籠
に
あ
ふ
れ
て
飾
ら
る
る

郵
便
夫
佇
む
頭
上
あ
か
蜻
蛉

改
装
の
部
屋
に
団
欒
ビ
ー
ル
酌
む

山
里
に
噂
を
尋
ね
た
た
ら
蕎
麦

海
軍
の
兄
の
遺
書
読
む
秋
の
夜

試
歩
延
ば
し
花
野
の
風
と
遊
び
け
り

秋
草
に
ふ
れ
て
散
策
句
碑
の
道

子
等
集
ひ
方
丈
様
と
地
蔵
盆

ば
つ
た
取
り
子
は
聞
く
耳
の
な
き
如
し

　
　
（
今
月
の
二
句
）

朝
寒
し
厨
ご
と
に
も
子
を
負
ひ
て

秋
耕
の
終
り
の
鍬
は
土
撫
づ
る

吉
田
や
す
子

小
椋　

恭
子

永
見　

松
明

西
尾　

良
子

早
田　

圭
吾

牧
田
賀
寿
恵

村
本
普
喜
子

秋
藤　

洋
子

伊
藤
一
七
子

大
下　

智
子

久
保　

妙
石

能
村
登
四
郎

「
叱
る
」

社
句
会

社
川
柳
会
351

211

社
公
民
館
主
催
事
業

社
公
民
館
主
催
事
業

　

９
月
９
日
（
水
）
第
４
回
健
康

づ
く
り
教
室
「
薬
膳
調
理
実
習
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

″
秋
の
薬
膳
〜
美
肌
と
の
ど
に
効

く
薬
膳
〜〝
を
テ
ー
マ
に
薬
膳
の

講
義
と
、
未
病
（
病
気
に
な
ら
な

い
）
た
め
の
季
節
の
食
材
を
使
っ

て
の
実
習
を
し
ま
し
た
。
さ
っ
そ

く
家
で
作
っ
て
み
た
い
と
い
う
声

も
あ
り
ま
し
た
。
食
の
こ
と
、
旬

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
が
、
体
も

喜
ぶ
な
ど
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

第
３
回
ヨ
ガ
教
室

　

〜
姿
勢
が
良
く
な
る
ヨ
ガ
〜

▽
日
時　

10
月
２
日
（
金
）
19
時

〜
20
時
30
分
▽
場
所　

社
公
民
館

▽
講
師　

岸
田
将
志
氏　

▽
参
加

費　

無
料　

▽
持
ち
物　

タ
オ

ル
・
飲
み
物　

▽
定　

員　

15
名

※
お
申
し
込
み
は
社
公
民
館
へ
。

美
肌
と
の
ど
に
効
く

薬
膳

筆
文
字
教
室
を
楽
し
む

ほ
お
づ
き

か
ご

と
ん
ぼ

た
た
ず

だ
ん
ら
ん

く
そ
ば

つ
ど

ほ
う
じ
ょ
う

ほ

く
り
や

く
わ

な

　

こ
の
度
、
６
年
ぶ
り
に
復
活
い

た
し
ま
す
。ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通

じ
て
仲
間
作
り
・
健
康
増
進
を
主

た
る
目
的
と
し
て
い
ま
す
。社
地

区
の
皆
さ
ん
四
季
折
々
の
自
然
の

景
色
を
散
策
し
な
が
ら
楽
し
く
歩

き
ま
せ
ん
か
？
社
地
区
住
民
の
何

方
で
も
加
入
で
き
ま
す
の
で
奮
っ

て
応
募
し
て
下
さ
い
。

第
１
回
目
は
、11
月
上
旬
に「
秋
の

紅
葉
散
策
」（
場
所
選
考
中
）
を
予

定
し
て
い
ま
す
。尚
、会
員
募
集
後

地
域
サ
ロ
ン
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。　　

　
　

社
体
育
振
興
連
絡
協
議
会

　
　
　
　

会
長　

三
上
一
治

▽
会
員
申
込
先　

社
公
民
館
（
電

話
２
８
―
２
１
５
５
）▽
申
込
み

締
切
日　

10
月
20
日（
火
）

「
社
歩
こ
う
会
」

会
員
募
集
に
つ
て

やしろ五輪まつり第30回記念大会決算報告

美
活
講
座
・
ヨ
ガ
教
室
参
加
者
募
集

れ
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
公
民
館
役
員

さ
ん
が
中
心
に
な
り
、
住
民
台
帳

（
安
否
確
認
用
）
を
作
成
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
個
人
情
報
の
問
題
も

あ
り
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

了
解
し
賛
同
さ
れ
て
名
簿
が
で
き

て
い
ま
す
。

　

防
災
訓
練
等
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
各
自
治
公
民
館
で
も
実
施
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
社
地

区
全
体
と
し
て
『
社
地
区
・
合
同

避
難
訓
練
』
の
実
施
も
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
家
庭

内
で
も
防
災
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
子
供
た
ち
に
も
伝
え
て
い
く

こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
災
害
は
、
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
」
と
言
い
ま
す
が
、
で
き

れ
ば
災
害
が
無
い
こ
と
を
祈
っ
て

い
ま
す
。

　

次
は
、
馬
場
町
の
小
林
美
和
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

こ
の
度
「
東
日
本
豪
雨
」
に

よ
り
越
水
・
堤
防
決
壊
に
よ
る
大

災
害
が
茨
城
県
鬼
怒
川
を
中
心
に

発
生
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
被
災

さ
れ
ま
し
た
。
社
地
区
に
は
国
府

川
が
あ
り
ま
す
。大
雨
の
時
に
は
、

水
位
が
上
昇
し
、
社
地
区
で
も
鬼

怒
川
で
発
生
し
た
様
な
災
害
が
起

こ
り
は
し
な
い
か
と
心
配
し
て
い

ま
す
。
私
の
住
む
和
田
は
、
社
地

区
の
中
で
も
地
盤
が
低
い
の
で
、

特
に
水
害
が
心
配
で
す
。

　

昨
年
、
和
田
公
民
館
主
催
で
、

避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
時
の
集
合
場
所
や
消
火
栓
と

ホ
ー
ス
を
連
結
し
て
、
放
水
す
る

消
火
活
動
の
手
順
と
実
演
も
行
わ

れ
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
倉
吉
市
防
災
セ
ン

タ
ー
で
の
研
修
見
学
を
行
い
、
住

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
和
田
独

自
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
作
成
さ

西
本
　
佐
世
子

「
社
地
区
の
防
災
」

NO.293
ペンリレー

（
和
田
）

表
紙

寄
付
、
ご
協
賛
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
記
念
大
会
と
位
置
づ

け
、
原
点
を
大
切
に
し
な
が
ら
も

新
し
い
企
画
を
設
け
住
民
参
加
型

　

社
地
区
み
な
さ
ん
の
親
睦
と
連

携
を
ね
ら
い
と
し
て
、
や
し
ろ
五

輪
ま
つ
り
（
主
催
╱
社
地
区
振
興

協
議
会
・
社
公
民
館
）
が
始
め
ら

れ
て
か
ら
30
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
様
、
企
業
か
ら
の
ご

と
し
て
実
施
致
し
ま
し
た
。
当
日

は
猛
暑
の
中
の
ま
つ
り
と
な
り
ま

し
た
が
多
数
の
皆
様
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
遅
く
な
り
ま
し
た

　

や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
長　

門
脇　

志
伸

が
決
算
の
報
告
と
併
せ
て
お
礼
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■ 支出の部
項　　目 27年度決算 　　　内　　訳 
五輪供養 230,921 五輪供養　 95,000
  竹・紙灯篭 135,921
謝金 267,000 小学校・保育園関係 40,000
  奉納演芸 97,000
  特別出演 130,000
本部関係 604,943 お楽しみ抽選会 150,000
  会場準備・本部費 155,548
  食糧費 85,173
  粗品 55,700
  会議費 158,522
印刷・Tシャツ関係  600,950 手拭い作成費 280,476
  雑費 140,950
  チラシ 30,000
  印刷 27,390
  Ｔシャツ 122,134
会場設営関係 872,798 音響システム 126,000
  会場設営 655,501
  子どもランド 91,297
その他 864,813 屋台関係 150,000
  団体協力費 160,000
  花火 500,000
  予備費 54,813
合　　計 3,441,425 内訳計 3,441,425

■ 収入の部 
項　　目 27年度決算
寄付金（自治公関係） 1,145,500
寄付金（企業関係） 433,000
市補助金 1,000,000
雑収入 17,698
繰越金 1,115,832
合　　計 3,712,030

収入額  ―  支出額  =  差引合計
3,712,030 ̶ 3,441,425 = 270,605

＊270,605円は次年度へ繰り越し

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
た
記
念
大
会
五
輪
ま
つ
り
（
御
礼
）

みんなの広場
いきいきたのしむ

社の仲間と


